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令
和
元
年
十
月 

台
風
第
一
九
号
に
伴
う
災
害
に

対
す
る
日
本
銀
行
の
対
応

▼
こ
の
た
び
の
令
和
元
年
台
風
第

一
九
号
に
伴
う
災
害
に
よ
り
被
害
を

受
け
ら
れ
た
被
災
者
の
皆
さ
ま
に
対

し
ま
し
て
、
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

▼
日
本
銀
行
で
は
、
令
和
元
年
台
風

第
一
九
号
に
伴
う
被
害
に
よ
り
災
害

救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
岩
手
県
、
宮

城
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、

群
馬
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京

都
、
神
奈
川
県
、
新
潟
県
、
山
梨
県
、

長
野
県
お
よ
び
静
岡
県
の
金
融
機
関

等
に
対
し
、
各
地
の
財
務
局
等
と
と

も
に
、
預
金
通
帳
や
印
鑑
を
紛
失
し

た
場
合
に
お
け
る
預
金
の
払
い
戻
し

な
ど
に
つ
い
て
、
適
切
な
措
置
を
講

じ
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

旧
小
樽
支
店
金
融
資
料
館
で
は

特
別
展
を
開
催
中

▼
明
治
・
大
正
期
に
日
本
銀
行
の
本

店
や
小
樽
支
店
の
ほ
か
東
京
駅
な
ど

米
各
国
の
銀
行

建
築
を
視
察
し

ま
し
た
。
帰
国

後
、
一
八
九
〇
年

よ
り
建
築
工
事
監

督
と
し
て
日
本

銀
行
本
店
本
館

（
一
八
九
六
年
竣

工
、
国
指
定
重
要

文
化
財
）
の
建
築

を
行
い
ま
し
た
。

▼
そ
の
後
も
日
本

銀
行
の
建
築
顧
問
と
し
て
大
阪
支

店
（
一
九
〇
三
年
竣
工
、部
分
保
存
）

や
京
都
支
店
旧
店
舗
（
一
九
〇
六
年

竣
工
、
国
指
定
重
要
文
化
財
、
現
・

京
都
文
化
博
物
館
）、
そ
し
て
小
樽

支
店
（
一
九
一
二
年
竣
工
、
小
樽
市

指
定
有
形
文
化
財
）
な
ど
各
地
の
支

店
の
建
築
を
担
い
ま
し
た
。
辰
野
金

吾
が
日
本
銀
行
の
建
築
に
関
与
し
た

期
間
は
二
五
年
に
お
よ
び
、
辰
野
金

吾
の
建
築
家
人
生
の
重
要
な
パ
ー
ト

を
占
め
て
い
ま
す
。

▼
今
回
の
特
別
展
で
は
辰
野
金
吾
が

ど
の
よ
う
な
歩
み
を
経
て
日
本
銀
行

の
本
店
や
各
地
の
支
店
を
設
計
す
る

に
至
っ
た
か
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
ま
た
、
辰
野
金
吾
が
最
初
に
建
築

を
学
ん
だ
工
部
大
学
校
造
家
学
科

（
一
八
七
七
年
に
『
工
学
寮
』
か
ら

改
組
）
の
同
期
に
は
佐さ

立た
ち

七
次
郎
、

曽
禰
達
蔵
、片
山
東と

う
く
ま

熊
が
い
ま
し
た
。

小
樽
に
は
、
辰
野
に
よ
る
日
本
銀
行

旧
小
樽
支
店
の
ほ
か
、
佐
立
に
よ
る

旧
日
本
郵
船
小
樽
支
店
（
一
九
〇
六

年
竣
工
、
国
指
定
重
要
文
化
財
）、

曽
禰
に
よ
る
旧
三
井
銀
行
小
樽
支
店

（
一
九
二
七
年
竣
工
、
小
樽
市
指
定

有
形
文
化
財
）
も
現
存
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
建
築
に
つ
い
て
も
併
せ
て

ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

を
設
計
し
、
日
本
近
代
建
築
の
礎

い
し
ず
え

を
築
い
た
辰た
つ
の
き
ん
ご

野
金
吾
（
一
八
五
四

～
一
九
一
九
年
）。
二
〇
一
九
年
は
、

辰
野
金
吾
の
没
後
一
〇
〇
年
に
あ
た

り
ま
す
。
そ
の
節
目
の
年
に
、
旧
小

樽
支
店
金
融
資
料
館
で
は
、
辰
野
金

吾
没
後
一
〇
〇
年
特
別
展
「
辰
野
金

吾
と
日
本
銀
行
建
築 

― 

同
級
生
と

協
演
の
ま
ち 

小
樽 

―
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

▼
辰
野
金
吾
は
日
本
銀
行
本
店
の

設
計
の
た
め
一
八
八
八
年
よ
り
欧

旧
三
井
銀
行
小
樽
支
店　

辰
野
金
吾
の
同
級
生
曽そ

ね禰
達
蔵
に
よ
る
設
計

二
〇
二
〇
年
二
月
十
八
日（
火
）ま
で
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京
都
支
店
が
「
に
ち
ぎ
ん
京
都

の
休
日
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

▼
京
都
支
店
は
、
九
月
二
十
一
日
、

二
十
二
日
に
、
旧
店
舗
で
あ
る
京
都

文
化
博
物
館
に
お
い
て
、
辰
野
金
吾

没
後
一
〇
〇
年
イ
ベ
ン
ト
「
に
ち
ぎ

ん
京
都
の
休
日
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
京
都
支
店
の
旧
店
舗

は
、
日
本
銀
行
本
店
や
東
京
駅
と
同

様
に
辰
野
金
吾
が
建
築
を
手
が
け
ま

し
た
。
明
治
三
十
九
年（
一
九
〇
六
）

か
ら
約
六
〇
年
に
わ
た
り
利
用
さ

れ
、
現
在
は
京
都
文
化
博
物
館
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

当
日
は
、
二
日
間
で
延
べ
約
四
五
〇

名
の
皆
さ
ま
に
、
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。

▼
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
肥
後
雅
博
京
都

支
店
長
が
「
日
本
銀
行
京
都
支
店
旧

店
舗
時
代
の
京
都
経
済
」と
題
し
て
、

旧
店
舗
で
営
業
を
行
っ
て
い
た
時

代
（
一
九
〇
六
～
六
六
年
）
を
中
心

と
す
る
明
治
維
新
以
降
の
京
都
経
済

の
歴
史
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
講
演
で
は
、
近
代
都
市
化
を
進

め
る
中
で
の
第
二
琵
琶
湖
疏
水
を
は

じ
め
と
し
た
社
会
資
本
整
備
か
ら
、

世
界
大
戦
や
世
界
恐
慌
、
高
度
経
済

成
長
期
の
京
都
経
済
に
つ
い
て
、
当

　

皆
さ
ま
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

【
入
館
料
】
無
料

【 
休
館
日
】
水
曜
日
、
年
末
年
始

 

（
二
〇
一
九
年
十
二
月
二
十
九
日 

（
日
）～
二
〇
二
〇
年
一
月
五
日（
日
））

【 

開
館
時
間
】
午
前
十
時
～
午
後
五      

時（
入
館
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
）

※ 

最
新
の
情
報
は
金
融
資
料
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【 

所
在
地
】
北
海
道
小
樽
市
色
内

  

一
―
一
一
―
一
六

【 

お
問
い
合
わ
せ
先
】
金
融
資
料
館

   

〇
一
三
四
―
二
一
―
一
一
一
一

辰野金吾が手掛けた京都支店旧店舗
（現・京都文化博物館〈国指定重要文化財〉）

時
の
写
真
や
経
済
の
動
き
が
分
か
る

グ
ラ
フ
を
盛
り
込
ん
だ
ス
ラ
イ
ド
を

交
え
つ
つ
振
り
返
り
ま
し
た
。
一
時

間
で
約
一
〇
〇
年
間
の
京
都
経
済
の

歴
史
を
振
り
返
る
と
い
う
内
容
で
、

受
講
さ
れ
た
方
々
は
興
味
深
く
聴
講

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▼
支
店
長
講
演
の
ほ
か
に
も
、
支
店

の
歴
史
や
日
本
銀
行
の
業
務
の
紹

介
、
お
札
の
偽
造
防
止
技
術
や
豆
知

識
に
関
す
る
講
座
の
ほ
か
、
辰
野
金

吾
が
設
計
し
た
日
本
銀
行
本
支
店
の

建
物
を
紹
介
す
る
ミ
ニ
講
座
も
開
催

し
ま
し
た
。
受
講
者
に
は
、
日
本
銀

行
京
都
支
店
を
身
近
に
感
じ
て
い
た お札の偽造防止技術の紹介コーナー

肥後支店長による特別講演の様子
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だ
け
た
ほ
か
、
現
存
す
る
辰
野
金
吾

設
計
の
建
物
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▼
ま
た
、
京
都
府
金
融
広
報
委
員
会

と
も
連
携
し
、
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
る
暮
ら
し
に
役
立
つ
お
金

の
講
座
も
開
き
ま
し
た
。
健
康
寿
命

を
踏
ま
え
た
老
後
資
金
の
見
積
も
り

方
や
確
保
の
仕
方
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
注
意
点

な
ど
に
つ
い
て
丁
寧
に
解
説
し
ま
し

た
。

▼
会
場
内
に
は
、
常
設
の
展
示
・
体

験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
一
億
円
（
模

擬
券
パ
ッ
ク
）
や
小
判
（
レ
プ
リ

カ
）
の
重
さ
体
験
、
金き

ん
か
い塊
や
古
い
お

札
の
レ
プ
リ
カ
展
示
、
世
界
最
大
の

お
金
な
ど
の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま

し
た
。
会
場
入
り
口
に
は
、
京
都
支

店
の
広
報
マ
ス
コ
ッ
ト
で
あ
る
「
円ま

ど

香か

ち
ゃ
ん
」
と
猫
の
「
一
之
助
」
や

お
札
の
顔
出
し
パ
ネ
ル
を
設
置
し
ま

し
た
。
来
場
者
か
ら
は
、「
日
本
の

お
金
の
偽
造
防
止
技
術
が
と
て
も
高

度
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
良
か
っ

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

▼
京
都
支
店
で
は
、
こ
う

し
た
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
、
今
後
も
地

域
経
済
の
発
展
に
貢
献
し

て
い
き
ま
す
。

た
。
来
場
者
に
は
、
職
員
が
デ
ザ
イ

ン
・
作
成
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
銀
行

券
の
裁
断
片
入
り
栞

し
お
りを
記
念
品
と
し

て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

来場者には銀行券
の裁断片入り栞を
プレゼント

会
場
入
り
口
で
は
京
都
支
店
広
報
マ
ス
コ
ッ
ト
の
円
香
ち
ゃ
ん
と

一
之
助
が
お
出
迎
え

■ 5 月より令和の時代が始まりました。早いもので、
もう年末を迎えようとしています。平成31年も含め、
皆さまにとって今年はどんな一年だったでしょう
か。昨年に続き、いくつもの大きな自然災害に見舞
われました。被害を受けられた方々には、謹んでお
見舞い申し上げます。一方、喜ばしい出来事もあり
ました。ラグビーワールドカップでは、日本代表チ
ームが初のベスト 8 に進出したことに加え、日本の
関係者やファンに対して海外から称賛の声が多く寄
せられました。天皇陛下の即位礼正殿の儀や後日の
パレードでは、伝統と新しい時代との調和を感じま
した。長い歴史の中で、日本は幾多の困難に直面し
てきましたが、その都度、伝統をしっかりと守りつつ、
新しい時代に柔軟に対応し、今日の発展を成し遂げ
ました。今号で取り上げた出雲大社、勝沼のワイン、
美濃和紙などは、こうした伝統の維持（ディフェンス）
と変化への取り組み（オフェンス）を感じ取れる話
題だと思います。ぜひお楽しみください。 （中川）


